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た。sRAGE と esRAGE の両者とも低値群でメタボリックコンポーネントの重畳が
多く、総頸動脈最大内中膜複合体厚（IMT Cmax）値は有意に高かった。一方、
sRAGEのみが低値群で石灰化が多く、多変量解析では sRAGEでは BMI、年齢、高
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